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C-40 人工呼吸器の低下アラームに関する検討
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[要旨]現在使用されている人工呼吸器

には、患者の状態変化や呼吸回路の外れな

どの安全対策としてアラーム機能が備わっ

ている。機種により換気量と回路内圧をモ

ニタしているものや、回路内圧のみをモニ

タしているものが低圧アラームが鳴らない

と担当医師より連絡を受けた。状況を確認

すると、気道内分泌物吸引の為、患者から

呼吸回路を外していたが倒王アラームは発

生していないというものであった。調査し

た結果、呼吸回路のY字アダプタの先端に

接続していある。

過日、 当院で、使用中で、あったCV4∞0α

(IMI拍車おの回路内るカテーテルマウント

が抵抗となり、これに高流量が流才し、回路

内圧が上昇していたためで、あった。

今回我々は、回路内圧のみをモニタして

いることの危険性を改めて感じた。そこで、

人工呼吸器の設定条件と当院で使用してい

るカテーテルマウントにより、呼吸回路が

外れた場合に人工呼吸器の回路内圧がどの

程度上昇するのかを検討した。対象とした

のは CV4∞0α(I阻社主的、 CV4∞O(IMI

社齢、ニューポートEI00iφ叩 I社主むの

3樹重である。カテーテルマウントはDAR
社製ダブ、ルシーベルカテーテルマウント

(lOcm、15cm)、PORTEX社製カテーテル

マウント(I2cm)の3種類、呼吸回路はメデ

ュテック社製リユーザ、ブルシリコン回路を

用いて測定した。




